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書 記 局

４７４号

第４回 中央港湾団交 

 ２９日（日）２４Ｈスト延期を表明と同時に交渉の促進を図るため、 

４月５日（日）始業時～６日（月）始業時までのストライキを通告する。 

３
月
２５
日
（
水
）
開
催
し
た

第
４
回
中
央
港
湾
団
交
で
は
、
日

港
協
側
が
回
答
の
検
討
に
時
間

を
要
す
る
た
め
の
休
憩
を
挟
む

な
ど
、
断
続
的
な
交
渉
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
港
協
側
は
、

具
体
的
な
前
進
し
た
回
答
を
用

意
で
き
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過

し
、
組
合
側
に
対
し
、
前
進
あ
る

回
答
を
準
備
す
る
た
め
に
時
間

的
な
猶
予
を
求
め
る
と
同
時
に
、

３
月
２９
日
（
日
）
の
２４
Ｈ
ス
ト

の
延
期
と
、
次
回
交
渉
４
月
２
日

（
木
）
の
中
央
港
湾
団
交
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

組
合
は
日
港
協
の
申
し
入
れ

に
対
し
、
休
憩
を
挟
み
議
論
を
行

い
、
次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

①
年
金
制
度
問
題
に
つ
い
て
、
安

定
協
会
を
は
じ
め
関
係
者
へ
の

説
得
と
共
に
、
事
業
者
内
部
へ
の

了
解
を
得
る
た
め
の
時
間
的
な

猶
予
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
客

観
的
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

②
再
開
さ
れ
る
交
渉
に
お
い

て
、
産
別
制
度
賃
金
、
年
金
制

度
の
拡
充
の
主
要
な
課
題
に
つ

い
て
明
確
な
回
答
を
準
備
す
る

事
を
強
く
申
し
入
れ
る
。
そ
の

見
通
し
の
中
で
延
期
を
判
断
す

る
。

③
こ
の
判
断
の
重
さ
を
日
港
協

に
徹
底
し
、
こ
の
信
義
を
た
が

え
た
な
ら
、
断
固
と
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
く
決
意
を
固

め
合
う
こ
と
。
以
上
を
確
認
し
、

再
開
し
た
団
交
で
組
合
は
次
の

お
と
り
主
張
を
し
た
上
で
ス
ト

ラ
イ
キ
の
延
期
を
判
断
、
日
港

協
も
こ
れ
を
受
け
止
め
る
と
し

た
。

①
ス
ト
ラ
イ
キ
の
延
期
を
判
断

し
た
が
、
日
港
協
は
こ
の
重
さ

を
理
解
し
、
次
回
団
交
で
は
組
合

側
の
主
張
に
沿
っ
た
具
体
的
回
答

を
提
示
す
る
こ
と
。

②
次
回
団
交
で
、
見
る
べ
き
前
進

が
な
い
場
合
は
、
今
以
上
の
抗
議

行
動
を
準
備
す
る
用
意
が
あ
る
。

第５回 検数労連１５春闘交渉 

両協会ともに有額回答（定昇）を 

提示。 

組合は産別と同様にストライキ 

の延期（４月５日）を通告。

３
月
２６
日
（
木
）
第
５
回
検
数

労
連
１５
春
闘
交
渉
で
、
両
協
会
よ

り
有
額
回
答
（
全
日
検
職
員
Ａ
・

Ｂ
１
２
０
０
円
：
定
昇
）（
日
検
協

会
（
職
員
５５
才
以
下
２
５
０
０

円
・
５６
才
以
上
２
０
０
０
円
：
定

昇
）
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

【

両

協

会

主

張

】

港
湾
産
別
で
の
相
場
が
見
え
な

い
中
で
、
現
時
点
で
は
定
昇
部
分

の
回
答
し
か
提
示
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
理
解

願
い
た
い
。

明
日
以
降
、
各
企
業
内
で
の
機

関
会
議
等
を
経
て
、
更
な
る
賃
上

げ
に
向
け
た
回
答
を
提
示
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い

る
た
め
、
検
数
労
連
が

２９

日

（
日
）
に
予
定
し
て
い
る
休
務
権

の
行
使
に
つ
い
て
は
回
避
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

【

組

合

主

張

】

組
合
は
両
協
会
の
回
答
を
受

け
、
休
憩
を
挟
み
内
部
論
議
を
交

わ
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
主
張

を
行
い
、
２９
日
の
休
務
権
行
使

に
つ
い
て
は
４
月
５
日
（
日
）
に

延
期
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。

①
港
湾
産
別
の
状
況
が
見
え
な

い
中
で
の
回
答
は
、
一
定
の
前
進

と
受
け
止
め
る
。
ま
た
、
周
囲
の

状
況
を
鑑
み
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
延

期
を
決
定
す
る
。

②
両
協
会
の
状
況
を
見
る
と
、
若

年
層
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中
で

新
た
な
賃
金
体
制
作
り
の
た
め

に
、
更
な
る
賃
金
の
上
積
み
を
求

め
る
と
同
時
に
、
両
協
会
の
上
積

み
回
答
に
期
待
し
た
い
。

次回交渉：４月２日（木）１３：３０～中央港湾団交 

       ４月３日（金）１３：３０～検数労連１５春闘交渉 

１５春闘の実力行使の延期に関する通告（抜粋）

 ３月２５日（水）に開催した第４回中央港湾団

交の経過を踏まえ、公文８５号（３月２０日付）

にて通告した３月２９日のストライキ行動を延

期し、下記のストライキ行動を実施することを通

告します。

記

１．実力行使の内容について

実施日時 ２０１５年４月５日（日）始業時

～４月６日（月）始業時まで

行動対象 全港・全職種

行動内容 就労拒否並びに荷役阻止、及び抜港

船などスト破り行為への抗議行動

以上


